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昭和 21 年１２月２０日第三種郵便物認可 ・ ５日 ・ ２０日発行 ・ 購読料１カ年送料共 11,000 円
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・ 価格は店頭渡しグラム当たり小売価格 （消費税込み）
・ 外国為替相場は米 1 ドル （午後５時現在の銀行間、 中心相場）
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―田中貴金属工業調べ―

主なニュース主なニュース主なニュース

　日本眼鏡技術者協会は、２０２
５年度の「眼鏡作製職種」技能検
定学科試験に９６６人（昨年８８
１人 + １０９. ６％）が合格した
と公表した。

日本宝石協会総会で、堀内理
事長の再任を決める（２面）

眼鏡作製職種学科試験
に966人が合格（３面）

セイコーとシチズンが「時
の記念日」で調査（4面）

　日本宝石協会は、「第１５期定
時社員総会」をリアルとオンライ
ンで開催し、堀内理事長の再任な
どを決めた。

　「時の記念日」にちなみセイコ
ーグループ㈱は、『セイコー時間
白書２０２５』を、シチズン時計
㈱は、『親子のふれあい時間』に
関する調査を公表した。
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時計工藝新聞の
購読と広告掲載
のお申し込みは

☎０３-３５０１-９７２７
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宝
石
と
の

６
月
10
日『
時
の
記
念
日
』を
祝
日
に
‼　

時
計
工
藝
新
聞
社
は
提
唱
し
て
い
ま
す
６
月
10
日
の
「
時
の
記
念
日
」
は
、
大
正
９
年
（
１
９
２
０
年
）
に
制
定
さ
れ
た
歴
史
あ
る
記
念
日
で
あ
る
。
ま
た
、
近
年
ま
で
、
祝
日
の
な
い
月
は
６
月
だ
け
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
時
計
工
藝
新
聞
社
で
は
、
長
年
〝
時
の
記
念
日
を
祝
日
に
〟
を
提
唱
し
て
い
る
。

の
よ
う
な
輝
き
と
美
し
さ
を
持

ち
続
け
る
藤
原
紀
香
、
特
別
賞

エ
ン
タ
ー
テ
イ
ナ
ー
部
門
は
、

歌
手
と
俳
優
を
両
立
す
る
実
力

派
圧
倒
的
な
輝
き
と
オ
ー
ラ
を

放
つ
山
田
涼
介
、
特
別
賞
ベ
ス

ト
パ
ー
ト
ナ
ー
賞
は
、
芸
能
界

き
っ
て
の
お
し
ど
り
夫
婦
、
笑

顔
の
絶
え
な
い
理
想
の
パ
ー
ト

ナ
ー
で
あ
る
藤
本
美
貴
と
庄
司

智
春
夫
妻
。

　
８
月
１
日
午
後
１
時
か
ら
レ

ッ
ド
カ
ー
ペ
ッ
ト
入
場
が
行
わ

れ
、
表
彰
式
は
、
午
後
２
時
か

ら
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
で
行

わ
れ
る
。

　
来
る
８
月
１
日
か
ら
３
日
に

東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト 

西
３
・
４

ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
る「TOK

YO JEW
ELRY FES

」
に
お

け
る
「
第
36
回 

日
本 

ジ
ュ
エ

リ
ー 

ベ
ス
ト
ド
レ
ッ
サ
ー
賞
」

受
賞
者
が
決
ま
っ
た
。

　
20
代
部
門
は
、
数
々
の
主
演

作
で
輝
き
を
放
つ
若
手
実
力
派

俳
優
の
芳
根
京
子
、
30
代
部
門

は
、
個
性
派
俳
優
と
し
て
独
自

の
世
界
観
を
確
立
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
も

大
人
気
の
仲
里
依
紗
、
40
代
部

門
は
、
ど
ん
な
役
も
こ
な
す
演

技
力
で
ブ
レ
イ
ク
今
を
時
め
く

ト
ッ
プ
俳
優
と
し
て
大
活
躍
の

松
本
若
菜
、
50
代
部
門
は
、
舞

台
・
映
画
で
多
彩
に
活
躍
宝
石

瞬
を
大
切
に
生
き
、
改
め
て
時

間
と
い
う
も
の
を
意
識
し
て
い

た
だ
き
た
い
」
と
締
め
く
く
っ

た
。

が
奉
納
さ
れ
た
。
西
国
の
人
々

が
好
ん
で
蛇
を
食
し
、
蛇
を
求

め
得
て
喜
ぶ
姿
を
模
し
て
作
ら

れ
た
舞
と
さ
れ
、
鮮
や
か
な
橙

色
の
装
束
を
身
に
ま
と
っ
た
女

人
た
ち
が
迫
力
の
あ
る
舞
を
披

露
し
た
。

　
そ
の
後
、
第
62
回
技
能
五
輪

次
第
通
り
執
り
行
わ
れ
、
漏
刻

博
士
に
後
従
し
、
采
女
に
よ
り

時
計
メ
ー
カ
ー
各
社
か
ら
、
今

年
の
新
製
品
計
17
点
が
献
納
さ

れ
た
（
別
表
に
詳
細
）。

　
続
い
て
た
た
え
歌
奉
唱
等
が

行
わ
れ
た
後
、
女
人
舞
楽
・
原

笙
会
に
よ
る
舞
楽
「
環
城
楽
」

　
６
月
10
日
（
火
）、
近
江
神

宮
（
滋
賀
県
大
津
市
）
に
お
い

て
、
漏
刻
祭
が
開
催
さ
れ
た
。

　
大
雨
が
降
り
し
き
る
中
、
祭

　
日
本
ジ
ュ
エ
リ
ー
協
会
（
東

京
都
台
東
区
、長
堀
慶
太
会
長
）

は
、
６
月
10
日
に
東
京
都
台
東

区
の
オ
ー
ラ
ム
で
「
第
14
回
通

常
総
会
」
を
開
催
し
、
長
堀
会

長
の
再
任
な
ど
を
決
め
た
。

　
総
会
後
の
記
者
会
見
で
は
、

山
口
純
広
報
部
会
長
が
総
会
で

の
決
定
事
項
を
紹
介
し
、
役
員

改
選
で
の
選
任
理
由
と
し
て
長

堀
会
長
は
、
若
い
人
に
入
っ
て

も
ら
っ
た
―
―
と
し
た
。

　
そ
し
て
２
０
２
５
年
５
月
末

現
在
の
正
会
員
（
個
人
・
法
人
）

８
１
０
社
、
賛
助
会
員
22
と
し

た
。

　
そ
の
後
の
懇
親
会
で
長
堀
会

長
は
、
Ｊ
Ｊ
Ａ
の
活
動
の
柱
と

し
て
、
ブ
ラ
イ
ダ
ル
ダ
イ
ヤ
モ

ン
ド
の
新
し
い
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ

ー
に
は
、
２
９
８
３
件
の
応
募

が
あ
り
、
今
月
末
に
も
発
表
す

る
と
し
た
。

　
ま
た
、
香
港
ジ
ュ
エ
リ
ー
フ

ェ
ア
に
ジ
ャ
パ
ン
ブ
ラ
ン
ド
を

世
界
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
ブ
ー
ス

を
設
置
し
世
界
に
発
信
し
、
業

界
全
体
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た

い
と
挨
拶
を
行
っ
た
。

　
続
い
て
、
来
賓
の
自
由
民
主

党
東
京
都
連
の
深
谷
隆
司
最
高

顧
問
、
ジ
ュ
エ
リ
ー
議
員
連
盟

の
野
田
聖
子
会
長
、
少
し
遅
れ

て
到
着
し
た
同
連
盟
の
山
東
昭

子
顧
問
、
同
連
盟
の
堀
内
紹
子

幹
事
長
代
理
、
同
連
盟
の
中
谷

真
一
幹
事
、
そ
し
て
山
梨
県
選

出
の
同
連
盟
の
永
井
学
幹
事
が

そ
れ
ぞ
れ
ジ
ュ
エ
リ
ー
産
業
へ

の
支
援
を
訴
え
た
。

　
こ
の
後
、来
賓
が
紹
介
さ
れ
、

長
堀
会
長
よ
り
退
任
役
員
を
代

表
し
て
近
藤
誠
前
監
事
に
感
謝

状
が
贈
呈
さ
れ
た
。

　
続
い
て
、
ジ
ュ
エ
リ
ー
議
員

連
盟
の
辻
清
人
事
務
局
長
が
乾

▽会長＝長堀慶太（㈱ナガホリ代
表取締役社長）
▽副会長＝加藤久雄（㈱柏圭代表
取締役会長）、望月尚（㈱五幸商
会代表取締役社長）
▽専務理事＝塚本仁人（（一社）
日本ジュエリー協会専務理事）
▽常任理事＝今西信隆（㈱今与代
表取締役社長）、山口純（㈱徳力
本店代表取締役社長）、深沢栄二

（㈱光・彩代表取締役社長 CEO）、
丸山雅史（エステールホールディ
ングス㈱代表取締役社長）、青木
千秋（㈱ CAFERING 代表取締役）
▽理事＝宇土鏡子（㈱宇土真珠代
表取締役）、宮﨑晋之介（アーツ
アンドクラフツ㈱代表取締役）、
田中由美（㈱山宝代表取締役社
長）、政木喜仁（東京貴宝㈱代表
取締役社長）、藤田健（㈱藤田商
店代表取締役社長）、三村真二（㈱
三村時計店代表取締役社長）、川
村忠男（エスジェイ ジュエリー
㈱代表取締役社長）、梶田謙吾（㈱
梶田代表取締役社長）、千賀英輝

（㈱千賀代表取締役社長）、舘林秀
朗（バンビジュエリー㈱代表取締
役）
▽監事＝小山藤太（東京真珠㈱代
表取締役会長 CEO）、梶芳道（㈱
カジ・インターナショナル代表取
締役社長）
▽新顧問＝政木喜三郎（東京貴宝
㈱取締役会長）、堀奉之（㈱ホー
リ代表取締役会長）、丸山朝（（一
社）日本ジュエリー協会元会長）
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奉
納
者

全
国
大
会
金
賞
受
賞
者
披
露
が

行
わ
れ
、
セ
イ
コ
ー
エ
プ
ソ
ン

㈱
塩
尻
事
業
所
の
百
瀬
美
幸
氏

が
表
彰
さ
れ
た
。

　
最
後
に
、
網
谷
道
弘
氏
よ
り

宮
司
挨
拶
が
行
わ
れ
た
。
網
谷

宮
司
は
、
は
じ
め
に
参
列
者
へ

向
け
て
来
場
へ
の
感
謝
を
述
べ

た
後
、
時
を
守
る
標
語
の
青
少

年
賞
優
秀
作
品
「
時
止
ま
れ
　

友
と
夢
追
う
　
こ
の
瞬
間
」
に

つ
い
て
触
れ
た
上
で
、
神
道
の

〝
中
今
（
な
か
い
ま
）〟
と
い
う

言
葉
の
意
味
を
説
き
「
一
瞬
一

杯
の
発
声
を
行
い

宴
席
へ
と
移
っ

た
。

　
宴
半
ば
で
は
、

新
役
員
の
紹
介

（
望
月
尚
副
会
長

は
欠
席
）
が
行
わ

れ
、
記
念
撮
影
が

行
わ
れ
、
加
藤
久

雄
副
会
長
の
中
締

め
で
閉
会
と
な
っ

た
。

第
36
回
日
本
ジ
ュ
エ
リ
ー

ベ
ス
ト
ド
レ
ッ
サ
ー
賞

東
京
Ｊ
フ
ェ
ス
で

８
月
１
日
表
彰
式

６
月
10
日 
時
の
記
念
日 

近
江
神
宮
で
開
催

長
堀
慶
太
会
長
を
再
任

Ｊ
Ｊ
Ａ

香港ジュエリーフェアに設置

ジャパンブランドブース

長堀会長から退任役
員へ感謝状を贈呈

ブ
ラ
イ
ダ
ル
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
の
新

キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
を
今
月
末
発
表

総会後の記者会見で発表

新役員をお披露目
若い力で組織を活性化

再
任
さ
れ
た
長

堀
会
長
が
挨
拶

宮
司
挨
拶
「
一
瞬
を
大
切
に
生
き
、時
間
意
識
を
」

時
計
各
社 

新
製
品
17
点
献
納

女人舞楽・原笙会が「環城楽」を奉納

時の記念日に献納された時計新製品

網谷宮司

Ｊ
Ｊ
Ａ
に
祝
辞
を
述

べ
る
来
賓
の
野
田
氏

（
左
）と
深
谷
氏（
右
）

漏刻祭漏刻祭

７
人
の
受
賞
者

ＪＪＡ新役員

〈ＪＪＡ２５年度部会・委員会組織表を２面に掲載〉

｟　　　　｠

令和７年度　漏刻祭　献納時計目録



第２５５０号 令和７年（２０２５年）６月２０日 （２）（第三種郵便物認可）

東京都中央区京橋２ー1ー1

【機密性２】

単位：個

前 年 度 本 年 度 前年比(％) 前 年 度 本 年 度 前年比(％)

指輪 262 52 19.8% 492 390 79.3%

ﾈｯｸﾚｽ 4,649 2,135 45.9% 8,056 4,736 58.8%

ﾌﾞﾚｽﾚｯﾄ 463 738 159.4% 1,203 1,339 111.3%

その他 155 204 131.6% 638 431 67.6%

計 5,529 3,129 56.6% 10,389 6,896 66.4%

指輪 88 96 109.1% 221 194 87.8%

ﾈｯｸﾚｽ 13,420 10,669 79.5% 26,758 22,475 84.0%

ﾌﾞﾚｽﾚｯﾄ 4,184 3,988 95.3% 7,970 7,966 99.9%

その他 4,045 5,755 142.3% 8,026 10,632 132.5%

計 21,737 20,508 94.3% 42,975 41,267 96.0%

指輪 5 0 － 5 0 －

ﾈｯｸﾚｽ 8 12 150.0% 8 19 237.5%

ﾌﾞﾚｽﾚｯﾄ 0 0 － 0 0 －

その他※ 1,287 1,401 108.9% 3,145 3,364 107.0%

計 1,300 1,413 108.7% 3,158 3,383 107.1%

指輪 0 0 － 0 0 －

ﾈｯｸﾚｽ 462 24 5.2% 487 89 18.3%

ﾌﾞﾚｽﾚｯﾄ 73 10 13.7% 93 31 33.3%

その他 0 0 － 0 0 －

計 535 34 6.4% 580 120 20.7%

指輪 355 148 41.7% 718 584 81.3%

ﾈｯｸﾚｽ 18,539 12,840 69.3% 35,309 27,319 77.4%

ﾌﾞﾚｽﾚｯﾄ 4,720 4,736 100.3% 9,266 9,336 100.8%

その他 5,487 7,360 134.1% 11,809 14,427 122.2%

計 29,101 25,084 86.2% 57,102 51,666 90.5%

※銀製品（その他）の詳細

前 年 度 本 年 度 前年比(％) 前 年 度 本 年 度 前年比(％)

メダル 355 0 － 385 123 31.9%

盃 294 230 78.2% 1,534 1,149 74.9%

バッジ 469 1,056 225.2% 469 1,266 269.9%

その他 169 115 68.0% 757 826 109.1%

計 1,287 1,401 108.9% 3,145 3,364 107.0%

地  金 種  類
対前年度同月受付実績比較 対前年度受付実績累計比較

銀製品
（その他）

地  金 種  類
対前年度同月受付実績比較 対前年度受付実績累計比較

貴金属製品の品位証明受付状況
（令和7年5月)

独立行政法人 造幣局

白金製品

金製品
(WG含む)

コンビ製品

合　計

銀製品

　2025年度 部会・委員会組織表

2025年6月

会　長 副会長 部　会 部会長 委員会 委員長 副委員長

総務委員会 望月　尚 山口　純

CIBJO分科会

小売市場活性化分科会

広報部会 山口　純 広報委員会 宇土 鏡子

財務部会 丸山 雅史 財務委員会 舘林 秀朗

試験委員会 加藤 久雄 藤田　健

長堀 慶太

資格制度委員会 政木　喜仁 千賀 英輝

消費者委員会 梶田 謙吾 田口　和也

国内活性化委員会 宮﨑 晋之介 舘林 秀朗

日本真珠振興会・連絡分科会

ﾌﾞﾗｲﾀﾞﾙダイヤモンド分科会

海外支援部会 望月　尚 海外支援委員会 川村 忠男 望月　政臣

デザインアワード部会 今西 信隆 デザインアワード委員会 青木 千秋 梶　光夫

ﾘｰﾀﾞｰ　藤田　健

ｼﾞｭｴﾘｰｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ部会 青木 千秋

ﾘｰﾀﾞｰ　三村 真一

加藤 久雄

総務部会 加藤 久雄

中尾　直

消費者・技能者部会 深沢 栄二
技能者育成支援委員会 田中 由美

望月　尚

宝石部会 今西 信隆 宝石委員会 政木 喜仁

ＩＳＯ 国内審議委員会

坂巻 章雄

国内活性化部会 山口　純 ﾘｰﾀﾞｰ    宇土 鏡子

ﾘｰﾀﾞｰ　　大畠　勝彦

倫理審査委員会

込
む
と
よ
い
。

　
好
評
の
法
人
割
引
を
今
年
も

引
き
続
き
行
う
。
同
一
企
業
か

ら
２
人
以
上
受
講
の
場
合
に

は
、
受
講
料
が
10
％
割
引
と
な

る
。
ジ
ュ
エ
リ
ー
関
連
企
業
の

ス
タ
ッ
フ
の
研
修
な
ど
に
積
極

的
に
活
用
し
て
い
た
だ
き
た

い
。

　
ま
た
、
１
人
で
複
数
の
講
座

を
申
し
込
む
と
受
講
料
が
10
％

引
き
に
な
る
複
数
割
引
制
度
も

実
施
し
て
い
る
。

　
受
講
申
し
込
み
・
お
問
い
合

わ
せ
は
、
東
京
本
校
フ
リ
ー
ダ

イ
ヤ
ル
０
１
２
０
―
３
３
８
８

―
２
６
ま
で
。
ネ
ッ
ト
申
し

込
み
は
、https://www.jj-

craft.com
/

時
期
に
定
員
に
達
し
て
し
ま
う

の
で
、
希
望
者
は
早
め
に
申
し

術
、
宝
石
学
な
ど
専
門
技
術
別

に
様
々
な
講
座
が
あ
る
。
す
ぐ

に
仕
事
に
活
か
せ
る
技
術
や
知

識
が
短
期
間
（
１
～
２
日
）
で

習
得
で
き
る
。

　
東
京
本
校
の
新
講
座
は
、
伝

統
彫
金
の
「
煮
上
げ
着
色
」、

ア
ー
ト
ク
レ
イ
シ
ル
バ
ー
の
螺

鈿
細
工
風
ペ
ン
ダ
ン
ト
。
名
古

屋
校
で
は
、
初
め
て
イ
ン
チ
ジ

オ
ー
ネ
（
洋
彫
り
）
を
開
講
す

る
。

　
　
　
◇
　
　
◇
　
　
◇

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
の
受
講

申
し
込
み
は
５
月
下
旬
か
ら
開

始
し
て
い
る
。

　
人
気
の
講
座
は
、
例
年
早
い

を
開
催
す

る
。会
場
は
、

東
京
本
校
と

名
古
屋
校
。

　
こ
の
セ
ミ

ナ
ー
は
、
毎

年
実
施
し
て

い
る
業
界
最

大
規
模
の
大

型
セ
ミ
ナ
ー

で
、
ジ
ュ
エ

リ
ー
デ
ザ
イ

ン
、
制
作
技

　
日
本
宝
飾
ク
ラ
フ
ト
学
院
で

は
、
毎
年
恒
例
の
サ
マ
ー
セ
ミ

ナ
ー
（
夏
期
宝
飾
実
務
講
座
）

2025　サマーセミナー（夏期 宝飾実務講座）
会場：東京本校・名古屋   時間：10:30～16:00

講座名 日時 一般受講 2科目割
カラーダイヤモンドを極める 7月1日（火） ¥13,000 ¥11,700
3DCAD（3DESIGN） 7月23日（水） ¥13,000 ¥11,700
ゴールドフォイルオーバーレイ 7月23日（水） ¥13,000 ¥11,700
カラーストーン・グレーディング 7月24日（木） ¥13,000 ¥11,700
ジュエリーデザイン画 入門 7月24日（木）25日（金） ¥25,000 ¥22,500
1日でわかる「宝石学入門」　 7月25日（金） ¥13,000 ¥11,700
ミルタガネ作りとミル打ち A日程 7月25日（金） ¥17,000 ¥15,300
エタニティリング（ハーフ）を作ろう 7月25日（金） ¥15,000 ¥13,500
楽しい宝石鑑別実技 7月26日（土） ¥13,000 ¥11,700
レティキュレーションでつくるシルバーリング 7月28日（月） ¥13,000 ¥11,700
インチジオーネと実際 7月28日（月）29日（火） ¥29,000 ¥26,100
ワックスで作る簡単ペンダント 7月29日（火） ¥13,000 ¥11,700
基礎からわかる買取入門 7月29日（火） ¥13,000 ¥11,700
粒金（グラニュレーション） 7月29日（火）30日（水） ¥29,000 ¥26,100
3DCAD(Autodesk Fusion) 7月30日（水） ¥13,000 ¥11,700
ワイヤーワックスで作るリング 7月30日（水） ¥13,000 ¥11,700
初めてのサイズ直し 7月31日（木） ¥13,000 ¥11,700
透かし彫りマジェステ制作 7月31日（木） ¥13,000 ¥11,700
木目金 7月31日（木）8月1日（金） ¥29,000 ¥26,100
みつろう＆レースジュエリー 8月1日（金） ¥13,000 ¥11,700
チタンの発色技法 8月2日（土） ¥13,000 ¥11,700
手づくりチェーン 8月2日（土） ¥13,000 ¥11,700
初めて作る宝石入りリング 8月4日（月） ¥11,000 ¥9,900
七宝のシルバーリング制作 8月4日（月） ¥13,000 ¥11,700
ダイヤモンド・グレーディング 8月4日（月）5日（火） ¥25,000 ¥22,500
彫留彫刻（和彫り） 8月4日（月）5日（火） ¥29,000 ¥26,100
アンティークジュエリーのたのしみ 8月5日（火） ¥13,000 ¥11,700
パール糸替え　初級コース 8月5日（火） ¥13,000 ¥11,700
パール糸替え　応用コース 8月6日（水） ¥11,000 ¥9,900
彫留彫刻（彫り留め） 8月6日（水）7日（木） ¥29,000 ¥26,100

New 伝統彫金の「煮上げ着色」 8月7日（木） ¥13,000 ¥11,700
New アートクレイシルバーの螺鈿細工風ペンダント 8月8日（金） ¥13,000 ¥11,700

日本のジュエリー〈江戸‐昭和〉 8月8日（金） ¥13,000 ¥11,700
ミルタガネ作りとミル打ち B日程 8月8日（金） ¥17,000 ¥15,300
取り巻きセッティング（爪留） 8月16日（土） ¥13,000 ¥11,700
エタニティリング（ハーフ）を作ろう 8月3日（土） ¥15,000 ¥13,500
以下名古屋校開講講座
よくわかるカラーストーン 7月23日（水） ¥13,000 ¥11,700
かんたんレリーフ 7月29日（火） ¥13,000 ¥11,700

New インチジオーネ（洋彫り） 7月30日（水）31日（木） ¥29,000 ¥26,100

　
日
本
宝
石
協
会
（
東
京
都
台

東
区
、堀
内
信
之
理
事
長
）
は
、

６
月
11
日
に
東
京
都
台
東
区
の

オ
ー
ラ
ム
で
「
第
15
期
定
時
社

員
総
会
」
を
リ
ア
ル
と
オ
ン
ラ

イ
ン
で
開
催
し
、
堀
内
理
事
長

の
再
任
な
ど
を
決
め
た
。

　
総
会
で
は
、
３
月
31
日
現
在

の
正
会
員
は
88
社
、
賛
助
会
員

団
体
と
公
表
さ
れ
、
全
て
の
議

案
が
審
議
さ
れ
、承
認
さ
れ
た
。

　
こ
の
中
の
役
員
改
選
で
は
、

別
項
の
と
お
り
、
役
員
が
選
任

さ
れ
た
。

　
ま
た
、
事
業
計
画
で
は
、
昨

年
11
月
10
日
に
開
催
さ
れ
た
第

１
回
宝
石
検
定
に
は
２
０
０
０

人
の
申
し
込
み
が
あ
り
、
２
０

２
５
年
８
月
24
日
に
は
第
２
回

宝
石
検
定
３
、２
級
の
開
催
に

向
け
て
準
備
を
し
て
お
り
、
第

３
回
は
２
０
２
６
年
春
、
第
４

回
は
２
０
２
６
年
秋
に
予
定
し

て
い
る
。

　
ま
た
、「
３
６
６
日
宝
石
図

鑑
」
は
、
宝
石
検
定
１
級
、
準

１
級
の
副
読
本
と
し
て
活
用
を

予
定
し
て
お
り
、
本
年
度
中
の

出
版
と
発
売
を
視
野
に
入
れ
て

進
め
て
い
る
―
―
と
し
て
い

る
。

▽
理
事
長
＝
堀
内
信
之
（
ア
ン

ブ
ロ
ー
ズ
ア
ン
ド
カ
ン
パ
ニ
ー

㈱
）
▽
副
理
事
長
＝
加
藤
久
雄

（
㈱
柏
圭
）、
髙
田
富
士
夫
（
㈱

髙
田
寶
飾
店
）、望
月
英
樹
（
㈱

明
治
堂
）
▽
理
事
＝
ア
ラ
ウ
デ

ィ
ー
ン
・
ニ
ラ
ー
ム
（
㈱
エ
ヌ
・

ア
ラ
ウ
デ
ィ
ー
ン
）、
伊
藤
彰

（
㈲
伊
藤
商
事
）、
大
崎
裕
和

（
㈱
大
柏
）、
小
山
慶
一
郎
（
㈱

Ｋ
Ａ
Ｒ
Ａ
Ｔ
Ｚ
）、
幸
谷
由
利

子
、
関
根
和
之
（
東
京
関
根
産

業
㈱
）、
新
田
真
之
介
（
新
田
・

天
野
法
律
事
務
所
）、
藤
田
健

（
㈱
藤
田
商
店
）、
藤
田
益
久

（
㈱
プ
リ
ン
セ
ス
）、
古
屋
秀
一

（
フ
ル
ヤ
ジ
ュ
エ
リ
ー
㈱
）、
古

屋
正
貴
（
日
独
宝
石
研
究
所
）、

森
孝
仁
（
㈱
モ
リ
ス
）、
山
本

裕
唯
（
山
本
裕
㈱
）、
依
田
宇

弘
（
㈱
ラ
イ
ム
商
会
）

　
東
京
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
エ
ク
ス
チ
ェ
ン
ジ
（
東
京

都
台
東
区
、
岩
崎
道
夫
理
事
長=

Ｔ
Ｄ
Ｅ
）
は
、

６
月
５
日
に
東
京
都
台
東
区
の 

Ｊ
Ｊ
Ａ
会
館
で

「
第
３
期
通
常
社
員
総
会
」
を
開
催
し
、
全
議
案

が
可
決
、
承
認
さ
れ
た
。

　
期
末
現
在
の
会
員
数
は
26
社
（
１
社
退
会
、
１

社
入
会
）
で
、
総
会
へ
の
参
加
者
数
は
25
人
（
委

任
状
含
む
）
で
あ
っ
た
。

　
主
な
２
０
２
４
年
度
事
業
報
告
・
２
０
２
５
年

度
事
業
計
画
は
以
下
の
と
お
り
。

　
宝
飾
品
市
場
は
、
貴
金
属
地
金

は
高
騰
を
続
け
て
い
る
が
ダ
イ
ヤ

モ
ン
ド
は
需
要
が
活
発
で
な
く
価

格
も
弱
含
み
だ
っ
た
。
そ
の
原
因

と
し
て
世
界
経
済
の
様
々
な
フ
ァ

ク
タ
ー
が
考
え
ら
れ
る
が
、 

合
成

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
と
の
共
食
い
も
そ

の
一
因
か
も
し
れ
な
い
。 

　
ロ
シ
ア
産
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
の
輸

入
規
制
は
研
磨
済
み
ダ
イ
ヤ
モ
ン

ド
の
流
通
の
追
跡
を
可
能
と
す
る

メ
カ
ニ
ズ
ム
が
未
だ
開
発
途
上
の

た
め
１
０
０
％
の
ト
レ
サ
ビ
リ
テ

ィ
が
確
立
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の

た
め
輸
入
を
す
る
各
国
が
そ
れ
ぞ

れ
水
際
で
の
規
制
対
策
を
実
施
し

て
い
る
。 

　
こ
の
様
な
環
境
の
下
、
同
団
体

は
組
織
改
編
後
実
質
的
な
第
２
期

目
と
し
て
活
動
を
開
始
し
て
い

る
。

　
２
０
２
４
年
度
は
、
新
団
体
発

足
時
に
定
め
た
「
国
際
ダ
イ
ヤ
モ

ン
ド
業
界
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

維
持
、
消
費
者
信
頼
向
上
と
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
へ
の
貢
献
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド

流
通
の
正
し
い
情
報
と
教
育
の
提

供
」
と
い
う
３
つ
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン

を
引
き
続
き
具
体
的
に
遂
行
す
る

こ
と
だ
っ
た
。
概
ね
当
初
計
画
通

り
の
実
績
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き

た
。
そ
し
て
事
業
推
進
に
お
い
て

は
、
各
委
員
会
を
中
心
と
し
て
活

動
し
た
。

　
特
に
昨
年
は
ロ
シ
ア
産
ダ
イ
ヤ

モ
ン
ド
に
対
す
る
経
産
省
の
指
針

作
成
に
向
け
て
協
力
し
た
。
４

月
に
は
、
Ｗ
Ｆ
Ｄ
Ｂ
他
３
団
体

（W
DC,IDM

A,GEPEC

）

か

ら
の
Ｇ
７
各
国
宛
依
頼
文
書
を
同

団
体
か
ら
経
産
省
に
提
出
し
た
。

ま
た
同
月
、
経
産
省
か
ら
の
「
ダ

イ
ヤ
モ
ン
ド
（
原
石
・
研
磨
済
み
）

の
輸
入
に
際
し
て
事
業
者
が
取
り

組
む
べ
き
内
容
に
関
す
る
指
針
」

に
つ
い
て
、
会
員
の
意
見
を
ベ
ー

ス
に
同
団
体
の
意
見
書
を
作
成
し

提
出
し
た
。 

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
様
々
な
レ

ポ
ー
ト
を
掲
載
し
て
い
る
。

「
非
ロ
シ
ア
産
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
の

輸
入
に
際
し
て
の
Ｑ
＆
Ａ
」「
ダ

イ
ヤ
モ
ン
ド
原
石
国
別
デ
ー
タ
」、

経
産
省
の
「
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
輸
入

時
の
指
針
」
な
ど
を
提
供
。

　
今
年
度
は
、
各
国
と
も
海
外
の

超
大
国
の
動
き
が
自
国
の
経
済
に

大
き
な
影
響
を
与
え
う
る
こ
と
か

ら
、
一
時
も
世
界
の
動
向
に
目
を

離
せ
な
い
状
況
に
あ
る
。
ト
ラ
ン

プ
関
税
リ
ス
ク
が
及
ぼ
す
影
響
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ
・
ガ
ザ
の
戦
争
の
行

方
等
々
大
き
な
変
化
が
起
こ
り
う

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

　
特
に
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
業
界
に
お

い
て
は
、
ロ
シ
ア
産
ダ
イ
ヤ
モ
ン

ド
の
輸
入
規
制
が
実
施
さ
れ
て
お

り
、
直
接
的
に
も
間
接
的
に
も

様
々
な
変
化
が
想
定
さ
れ
る
。
ア

ン
テ
ナ
を
高
く
し
て
各
種
情
報
の

入
手
に
努
め
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
る
。

　
こ
う
し
た
先
行
き
不
透
明
な
環

境
下
だ
が
、
今
年
度
も
３
つ
の
ミ

ッ
シ
ョ
ン
を
事
業
計
画
の
柱
と
し

て
継
続
し
て
進
め
て
い
く
。

　
日
本
貴
金
属
製
鎖
工
業
組
合

５
月
28
日
に
開
催
さ
れ
た
第
37

回
通
常
総
会
に
お
い
て
下
記
の

と
お
り
新
役
員
が
選
任
さ
れ
就

任
し
た
。

　
▽
理
事
長
＝
目
黒
和
紀
（
三

和
精
密
工
業
㈱
代
表
取
締
役
社

長
・
新
任
）

　
▽
副
理
事
長
＝
村
尾
嘉
章

（
㈱
ム
ラ
オ
代
表
取
締
役
社
長
・

新
任
）、
安
藤
兼
輔
（
㈱
安
藤

製
作
所
代
表
取
締
役
新
任
）

　
▽
専
務
理
事
＝
中
川
雄
幸

（
中
川
装
身
具
工
業
㈱
代
表
取

締
役
社
長
・
新
任
）

　
▽
理
事
＝
桑
山
貴
洋
（
㈱
桑

山
代
表
取
締
役
社
長
）、
後
藤

修
（
㈱
英
工
芸
専
務
取
締
役
・

新
任
）、
長
堀
慶
太
（
㈱
ナ
ガ

ホ
リ
代
表
取
締
役
社
長
）、
並

木
孝
之
（
㈱
並
木
製
作
所
代
表

取
締
役
）、
井
嶋
隆
之
（
井
嶋

金
銀
工
業
㈱
代
表
取
締
役
）、

伊
藤
麻
美
（
日
本
ア
ク
セ
サ
リ

ー
㈱
代
表
取
締
役
社
長
）。

日 本 宝 飾
クラフト学院

伝
統
彫
金
の「
煮
上
げ
着
色
」な
ど

恒
例
の
サ
マ
ー
セ
ミ
ナ
ー

恒
例
の
サ
マ
ー
セ
ミ
ナ
ー

恒
例
の
サ
マ
ー
セ
ミ
ナ
ー

新
理
事
長
に
目
黒
和
紀
氏
を
選
任

日
本
貴
金
属
製
鎖
工
業
組
合
通
常
総
会

堀
内
理
事
長
の
再
任
決
定

す
べ
て
の

議
案
承
認

日
本
宝
石
協
会 

第
16
・
17
期
役
員

２
０
２
４
年
度
の
事
業
報
告
と

２
０
２
５
年
度
事
業
計
画
発
表

Ｔ
Ｄ
Ｅ
通
常
社
員
総
会

ＪＪＡ２０２５年度 部会・委員会組織表

カラーダイヤモンドを極める
セミナー風景

宝
石
検
定 第２回８月２４日 来年春秋に第３回、４回

３６６日宝石図鑑を副読本に

６
月
５
日
に
開
か
れ
た
Ｔ
Ｄ
Ｅ
社
員
総
会
の
様
子

今
年
度
も
３
ミ
ッ
シ
ョ
ン
遂
行
を
計
画
の
柱
に

　
　
「
消
費
者
信
頼
向
上
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
貢
献
」他

日本宝石協会社員総会

㊧日本宝石協会の総
会㊤再任された堀内
理事長

ロシア産ダイヤに対する

経産省の指針作成に協力

ロシア産ダイヤに対する

経産省の指針作成に協力

法
人
割
引
・
複
数

割
引
で
学
び
易
く

７
月
１
日
か
ら
37
講
座
開
講



第２５５０号令和７年（２０２５年）６月２０日（３） （第三種郵便物認可）

　

１
９
７
０
年
生
ま
れ
、東
京
都
出
身
。

16
歳
で
渡
米
し
て
江
連
忠
プ
ロ
と
出

会
い
、
試
合
を
転
戦
し
な
が
ら
ゴ
ル

フ
最
新
理
論
を
学
ぶ
。
96
年
日
本
プ

ロ
テ
ス
ト
合
格
。
多
く
の
プ
ロ
、
ア

マ
を
指
導
し
、レ
ッ
ス
ン
が
大
人
気
。

スコアアップの
　　　　近道
スコアアップの
　　　　近道
スコアアップの
　　　　近道

プ
ロ
ゴ
ル
フ
ァ
ー
小
野
寺
誠
の
極
意

　
せ
っ
か
く
の
ラ
ウ
ン
ド
当
日

に
雨
が
降
る
と
、「
今
日
は
ス

コ
ア
メ
ー
ク
が
大
変
だ
な
ぁ
」

と
、
梅
雨
空
を
恨
め
し
そ
う
に

見
上
げ
な
が
ら
、
ハ
ナ
か
ら
ベ

ス
ト
ス
コ
ア
更
新
を
諦
め
て
い

る
ア
マ
チ
ュ
ア
が
多
い
よ
う
で

す
。

　
そ
の
気
持
ち
は
よ
く
わ
か
り

ま
す
。

　
傘
を
差
し
た
り
、
グ
ロ
ー
ブ

が
濡
れ
た
り
、
ぬ
か
る
ん
で
歩

き
難
く
雨
の
日
の
ゴ
ル
フ
は
悪

条
件
が
重
な
り
ま
す
。
雨
ゴ
ル

フ
の
経
験
値
が
少
な
け
れ
ば
、

ス
コ
ア
メ
ー
ク
が
難
し
く
な
る

の
は
仕
方
あ
り
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
梅
雨
だ
か
ら
と
い

っ
て
も
、
ち
ょ
っ
と
し
た
知
恵

が
あ
れ
ば
大
丈
夫
で
す
。

　
だ
い
た
い
雨
の
日
は
レ
イ
ン

ウ
エ
ア
を
着
て
の
プ
レ
ー
に
な

り
、
体
も
濡
れ
て
ス
ム
ー
ズ
に

動
き
ま
せ
ん
。

　
ア
ベ
レ
ー
ジ
ゴ
ル
フ
ァ
ー

は
、
た
だ
で
さ
え
ス
イ
ン
グ
に

安
定
感
が
な
い
の
に
、
レ
イ
ン

ウ
エ
ア
で
体
が
回
り
に
く
い
の

で
力
み
を
誘
発
し
ま
す
。
そ
れ

に
、
普
段
か
ら
ク
ラ
ブ
を
長
く

梅
雨
ど
き
の
プ
レ
ー
に

お
嘆
き
の
ア
マ
諸
兄
へ

持
ち
過
ぎ
て
大
振
り
し
て
い
ま

す
か
ら
、
ダ
フ
リ
や
ト
ッ
プ
と

い
う
上
下
の
打
点
ミ
ス
が
出
や

す
く
な
る
の
で
す
。

　
そ
こ
で
、
雨
の
日
の
ラ
ウ
ン

ド
で
は
ド
ラ
イ
バ
ー
か
ら
シ
ョ

ー
ト
ア
イ
ア
ン
ま
で

全
番
手
で
半
イ
ン
チ

短
く
グ
リ
ッ
プ
し
て

欲
し
い
。

　
た
っ
た
半
イ
ン
チ

の
違
い
で
す
が
、
グ

リ
ッ
プ
を
短
く
持
つ

こ
と
で
ク
ラ
ブ
を
軽

く
感
じ
、
そ
れ
だ
け

で
ス
ト
レ
ス
が
な
く

な
り
、
ク
ラ
ブ
を
振

り
抜
く
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま

す
。

　
さ
ら
に
ス
イ
ン
グ

軌
道
が
コ
ン
パ
ク
ト

に
な
っ
て
、
打
点
ミ

ス
を
防
ぐ
メ
リ
ッ
ト

も
生
ま
れ
ま
す
。

ト
で
き
れ
ば
、
フ
ェ
ー
ス
と
ボ

ー
ル
の
間
に
雨
水
が
入
り
に
く

く
、
適
正
な
ス
ピ
ン
量
も
得
ら

れ
ま
す
。

　
１
３
０
ヤ
ー
ド
の
距
離
を
普

段
９
番
ア
イ
ア
ン
で
打
っ
て
い

る
の
な
ら
、
半
イ
ン
チ
短
く
握

っ
た
８
番
ア
イ
ア
ン
を
使
う
と

い
い
で
し
ょ
う
。

　
雨
の
日
の
ラ
ウ
ン
ド
が
得
意

な
人
は
イ
ン
パ
ク
ト
が
適
正
で

す
が
、
普
段
か
ら
ダ
フ
リ
癖
の

あ
る
ゴ
ル
フ
ァ
ー
は
、
ボ
ー
ル

手
前
か
ら
ヘ
ッ
ド
が
入
っ
て
い

く
た
め
雨
水
の
影
響
を
受
け
や

す
く
、
ミ
ス
シ
ョ
ッ
ト
に
な
り

や
す
い
。

　
雨
の
日
は
「
ベ
チ
ャ
」
と
い

う
イ
ン
パ
ク
ト
音
で
は
な
く
、

「
カ
ツ
ン
ッ
」
と
い
う
ト
ッ
プ

気
味
の
音
が
正
解
で
す
。

　
そ
ん
な
ト
ッ
プ
気
味
に
ヘ
ッ

ド
が
下
り
て
く
る
感
覚
を
身
に

つ
け
る
に
は
、
ま
ず
グ
リ
ッ
プ

を
半
イ
ン
チ
短
く
持
つ
こ
と
が

大
事
で
す
。

　
雨
の
日
の
ラ
ウ
ン
ド
で
ダ
フ

リ
の
ミ
ス
が
な
く
な
れ
ば
、
梅

雨
が
終
わ
っ
た
こ
ろ
に
正
し
い

イ
ン
パ
ク
ト
を
習
得
で
き
て
お

り
、
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
ス
コ

ア
を
大
き
く
縮
め
る
こ
と
も
夢

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

グリップを半インチ短く握る効果
　
半
イ
ン
チ
短
く
グ
リ
ッ
プ
す

る
と
距
離
は
５
ヤ
ー
ド
減
と
一

般
的
に
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

ダ
フ
っ
た
り
ト
ッ
プ
し
た
り
し

て
距
離
を
大
幅
に
ロ
ス
す
る
よ

り
も
、
し
っ
か
り
飛
ば
す
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
そ
れ
に
打
点
ミ
ス
が
な
く
な

り
ク
リ
ー
ン
に
ボ
ー
ル
を
ヒ
ッ

ピッチクロックで時短
のメジャーとは真逆に

　「
も
う
こ
ん
な
時
間
か
」

と
時
の
経
つ
速
さ
に
毎
日
驚

か
さ
れ
る
ば
か
り
だ
。

　
時
計
工
藝
新
聞
社
は
か
ね

て
よ
り
「
時
の
記
念
日
」
の

６
月
10
日
を
祝
日
に
、
と
提

唱
し
て
い
る
。
６
月
だ
け
祝

日
が
な
い
こ
と
も
理
由
だ

が
、
日
々
慌
た
だ
し
く
過
ご

す
現
代
人
に
と
っ
て
、
１
分

１
秒
の
貴
重
な
時
間
を
再
認

識
す
る
こ
と
は
と
て
も
有
意

義
だ
。

　
６
月
10
日
が
「
時
の
記
念

日
」
に
な
っ
た
の
は
、
今
か

ら
１
３
５
４
年
も
昔
の
飛
鳥

時
代
ま
で
遡
る
。

　
天
智
天
皇
が
都
の
あ
っ
た

近
江
大
津
宮
に
水
時
計
（
漏

刻
）
を
設
置
し
て
、
わ
が
国

で
初
め
て
鐘
を
打
っ
て
時
を

知
ら
せ
た
と
日
本
書
紀
に
あ

る
。
そ
れ
が
西
暦
６
７
１
年

６
月
10
日
だ
。

　
そ
し
て
「
時
の
記
念
日
」

制
定
は
１
９
２
０
年
（
大
正

９
年
）。
第
一
次
世
界
大
戦

が
終
わ
り
東
京
天
文
台（
現
・

国
立
天
文
台
）
と
文
部
省

（
現
・
文
科
省
）
が
中
心
と

な
っ
て
国
民
が
時
間
を
大
切

に
し
、
規
律
正
し
い
生
活
を

送
る
こ
と
で
日
本
を
も
っ
と

豊
か
に
発
展
さ
せ
る
こ
と
を

目
指
し
た
。

　
１
９
２
０
年
は
ベ
ル
ギ
ー

で
ア
ン
ト
ワ
ー
プ
五
輪
が
開

催
さ
れ
、
テ
ニ
ス
男
子
シ
ン

グ
ル
ス
・
男
子
ダ
ブ
ル
ス
の

２
部
門
で
熊
谷
一
弥
が
銅
メ

ダ
ル
を
獲
得
、
日
本
人
選
手

初
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
メ
ダ
ル

と
知
ら
れ
る
。

　
ス
ポ
ー
ツ
の
世
界
は
観
客

を
楽
し
ま
せ
る
た
め
に
ス
ピ

ー
デ
ィ
ー
な
試
合
運
び
を
目

指
し
て
い
る
。
大
谷
翔
平
ら

多
く
の
日
本
人
選
手
が
活
躍

す
る
大
リ
ー
グ
で
は
時
間
短

縮
の
た
め
ピ
ッ
チ
ク
ロ
ッ
ク

を
導
入
。
試
合
時
間
は
平
均

２
時
間
40
分
と
20
分
近
く
も

短
く
な
り
、
観
客
動
員
数
が

増
え
て
い
る
。

　
一
方
で
テ
ニ
ス
は
実
力
が

拮
抗
す
る
と
ラ
リ
ー
の
応
酬

が
続
き
試
合
時
間
が
長
い
。

　
今
年
の
全
仏
オ
ー
プ
ン
は

世
界
ラ
ン
ク
２
位
の
カ
ル
ロ

ス
・
ア
ル
カ
ラ
ス
（
ス
ペ
イ

ン
）
が
、
同
１
位
ヤ
ニ
ク
・

シ
ナ
ー
（
イ
タ
リ
ア
）
を
フ

ル
セ
ッ
ト
の
末
に
破
り
２
年

連
続
２
度
目
の
勝
利
に
輝

き
、
メ
ジ
ャ
ー
通
算
５
勝
目

を
挙
げ
た
。
決
勝
は
５
時
間

29
分
の
大
会
史
上
最
長
記
録

だ
っ
た
。

　
ま
た
全
米
オ
ー
プ
ン
は

２
０
２
４
年
男
子
シ
ン
グ
ル

ス
で
32
年
ぶ
り
に
大
会
最
長

記
録
を
更
新
す
る
５
時
間
35

分
。

　
全
豪
オ
ー
プ
ン
は
ノ
バ

ク
・
ジ
ョ
コ
ビ
ッ
チ
（
セ
ル

ビ
ア
）
が
ラ
フ
ァ
エ
ル
・
ナ

ダ
ル
（
ス
ペ
イ
ン
）
を
下
す

死
闘
を
演
じ
た
２
０
１
２
年

大
会
の
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
決

勝
の
５
時
間
53
分
だ
。

　
ち
な
み
に
ギ
ネ
ス
記
録
は

２
０
１
０
年
ウ
ィ
ン
ブ
ル
ド

ン
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
１
回

戦
。

　
２
度
の
日
没
中
断
を
は
さ

み
３
日
間
に
わ
た
っ
て
行
わ

れ
11
時
間
５
分
。
最
終
セ
ッ

ト
の
ゲ
ー
ム
カ
ウ
ン
ト
は
70

ー
68
だ
っ
た
。

　
た
だ
、
ウ
ィ
ン
ブ
ル
ド
ン

は
２
０
１
９
年
に
ル
ー
ル
変

更
を
行
い
最
終
セ
ッ
ト
の
タ

イ
ブ
レ
ー
ク
を
導
入
。
ギ
ネ

ス
記
録
が
破
ら
れ
る
こ
と
は

な
く
な
っ
た
。

　
決
着
ま
で
５
時
間
も
か
か

る
ス
ポ
ー
ツ
は
腰
を
据
え
て

ゆ
っ
く
り
観
戦
す
る
の
も
時

間
の
有
効
な
使
い
方
の
一
つ

だ
。

　（
ス
ポ
ー
ツ
ラ
イ
タ
ー
・

三
山
典
央
）

テ
ニ
ス
の
最
長
時
間
熱
戦

　
協
同
組
合
オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン

メ
ガ
ネ
チ
ェ
ー
ン
は
、
５
月
21

日
に
開
か
れ
た
第
61
回
通
常
総

会
と
理
事
会
に
お
い
て
左
記
の

と
お
り
、新
役
員
が
選
任
さ
れ
、

就
任
し
た
。

　
　
◇
　
　
◇
　
　
◇

　
▽
理
事
長
＝
黒
澤
昌
寿
（
㈱

ク
ロ
サ
ワ
眼
鏡
店
代
表
取
締
役

社
長
）
▽
副
理
事
長
＝
森
信
也

（
㈱
キ
ク
リ
メ
ガ
ネ
代
表
取
締

役
社
長
）
▽
商
品
委
員
長
＝
清

水
学
（
㈱
清
水
メ
ガ
ネ
代
表
取

締
役
社
長
）
▽
販
促
広
報
委
員

長
＝
布
田
善
久
（
㈱
メ
ガ
ネ
の

大
宝
堂
代
表
取
締
役
社
長
）
▽

教
育
委
員
長
＝
板
倉
康
貴
（
㈱

11
時
間
５
分

　
第
１
号
議
案 

所
管
事
項
の
協
議

及
び
報
告
の
件

　
１
．
薮
下
理
事
長
あ
い
さ
つ
並
び

に
月
次
報
告
、
他

　
①
退
会
組
合
員
の
持
分
譲
渡
に
つ

い
て

　
今
期
末
を
も
っ
て
残
念
な
が
ら
㈱

エ
ス
ア
ー
ル
沼
田
様
が
退
会
さ
れ
る

が
、
同
社
は
、
当
組
合
と
の
間
で
清

算
す
る
こ
と
に
な
っ
た
旨
説
明
し

た
。

　
②
第
73
回
東
京
都
中
小
企
業
団
体

中
央
会
通
常
総
会
に
つ
い
て

　
５
月
29
日
（
水
曜
日
）
千
代
田
区

外
神
田
「
秋
葉
原
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

ホ
ー
ル
」
に
於
い
て
執
り
行
わ
れ
た

第
73
回
東
京
都
中
小
企
業
団
体
中
央

会
通
常
総
会
は
、
諸
事
情
に
よ
り
欠

席
し
た
旨
報
告
し
た
。

　
③
第
74
回
日
本
眼
鏡
卸
組
合
連
合

会
通
常
総
会
の
報
告

　
５
月
14
日
（
水
曜
日
）
大
阪
府
大

阪
市
中
央
区
大
手
前
「
大
阪
マ
ー
チ

ャ
ン
ダ
イ
ズ
・
マ
ー
ト
」
内
の
大
阪

眼
鏡
卸
協
同
組
合
主
催
“The61st 

Eye Glasses Fair 2025

”（
略
称 

Ｅ
Ｇ
Ｆ
展
）
会
場
内
控
室
に
於
い
て

傘
下
組
合
代
表
者
だ
け
に
よ
る
第
74

回
日
本
眼
鏡
卸
組
合
連
合
会
通
常
総

会
を
執
り
行
っ
た
旨
報
告
し
た
。

　
④
第
23
回
東
京
時
計
産
業
連
盟
定

時
総
会
記
念
講
演
会
及
び
懇
親
会
に

つ
い
て

　
６
月
11
日
（
水
曜
日
）
台
東
区
池

之
端
「
東
天
紅
本
店
」
に
於
い
て
執

り
行
わ
れ
る
第
23
回
東
京
時
計
産
業

連
盟
定
時
総
会
記
念
講
演
会
及
び
懇

親
会
は
、
自
身
所
用
の
た
め
、
代
わ

っ
て
齊
藤
常
務
理
事
が
出
席
す
る
旨

説
明
し
た
。

　
⑤
組
合
創
立
百
周
年
記
念
パ
ー
テ

ィ
に
つ
い
て
、
他

　
冒
頭
、
５
月
２
日
（
金
曜
日
）
当

組
合
に
於
い
て
５
月
例
会
を
開
催
し

た
後
、
台
東
区
上
野
公
園
「
上
野
精

養
軒
本
店
」
へ
出
向
き
、
10
月
15
日

（
水
曜
日
）
執
り
行
う
組
合
創
立
百

周
年
記
念
パ
ー
テ
ィ
会
場（
３
階「
桐

の
間
」）
見
学
会
を
実
施
し
た
旨
報

告
し
た
。

　
そ
の
後
、
本
日
開
催
し
た
６
月
理

事
会
の
中
で
、
第
４
回
組
合
創
立
百

周
年
記
念
パ
ー
テ
ィ
準
備
委
員
会
も

あ
わ
せ
て
開
催
し
、
同
パ
ー
テ
ィ
開

催
要
領
に
つ
い
て
協
議
検
討
し
た
旨

報
告
し
た
。

　
２
．
令
和
７
年
度
組
合
懇
親
旅
行

会
（
夏
）
の
件
（
冨
田
常
務
理
事
）

　
６
月
13
日（
金
曜
日
）～
14
日（
土

曜
日
）
両
日
、
一
泊
二
日
の
日
程
で

静
岡
県
熱
海
温
泉
「
ホ
テ
ル
・
サ
ン

ミ
倶
楽
部
」
に
於
い
て
実
施
す
る
令

和
７
年
度
組
合
懇
親
旅
行
会
（
夏
）

参
加
者
は
、
本
日
現
在
11
人
と
な
っ

た
旨
報
告
し
た
後
、
同
旅
行
会
実
施

要
領
に
つ
い
て
説
明
し
た
。

　
３
．
教
育
情
報
部
か
ら
の
ご
案
内

（
齊
藤
常
務
理
事
）

　
過
去
１
カ
月
に
わ
た
り
収
集
さ
れ

た
眼
鏡
関
連
記
事
な
ど
を
提
示
し
て

説
明
し
た
。

　
４
．
情
報
交
換
、
他

　
来
春
、
予
定
さ
れ
て
い
る
各
地
区

の
卸
主
催
の
展
示
会
日
程
に
つ
い
て

簡
潔
に
意
見
交
換
を
し
た
。

　
最
後
に
、
吉
田
憲
二
商
店
代
表
・

吉
田
茂
憲
氏
よ
り
、
10
月
末
日
を
以

っ
て
廃
業
す
る
も
の
の
、
当
面
の

間
、
当
組
合
に
は
在
籍
す
る
旨
説
明

し
た
。

　
日
本
眼
鏡
技
術
者
協
会
（
木

方
伸
一
郎
会
長
）
で
は
、
２
０

２
５
年
度
の「
眼
鏡
作
製
職
種
」

技
能
検
定
学
科
試
験
を
、
５
月

14
日
に
全
国
７
地
区
で
実
施

し
、
そ
の
結
果
を
６
月
10
日
に

受
検
者
に
通
知
し
た
。

　
今
年
度
の
学
科
合
格
者
数
は

以
下
の
通
り
。

　
検
定
資
格
の
取
得
に
向
け
た

実
技
試
験
は
、
２
０
２
５
年
７ 

月
末
か
ら
、
全
国
７
地
区
（
札

幌
・
仙
台
・
東
京
・
名
古
屋
・

大
阪
・
岡
山
・
福
岡
）
で
行
わ

れ
、
合
格
発
表
は
10
月
中
旬
を

予
定
し
て
い
る
。

　
■
２
０
２
５
年
度
学
科
試
験

合
格
者
数

　
・
学
科
試
験
合
格
者
数
合

計
：
９
６
６
人
（
昨
年
８
８
１

人+

１
０
９
・
６
％
）、
合
格

率
48
・
４
％
（
昨
年
42
・
０
％
）

　
・
１
級
学
科
試
験
合
格
者

数
：
１
８
５
人
（
昨
年
１
２
７

人+

１
４
５
・
７
％
）、
合
格

率
48
・
２
％
（
昨
年
45
・
５
％
）

　
・
２
級
学
科
試
験
合
格
者

数
：
７
８
１
人
（
昨
年
７
５
４

人+

１
０
３
・
６
％
）、
合
格

率
48
・
５
％
（
昨
年
41
・
５
％
）

　
実
技
試
験
の
受
験
申
込
（
全

科
目
）
は
、
６
月
10
日
か
ら
開

始
し
て
い
る
。
視
力
の
測
定
、

フ
ィ
ッ
テ
ィ
ン
グ
、
レ
ン
ズ
加

工
の
全
科
目
合
格
が
ま
だ
完
了

し
て
い
な
い
方
の
１
、２
科
目

受
験
申
込
は
５
月
31
日
に
完
了

し
、
申
込
者
は
８
２
５
人
（
昨

年
６
３
８
人+

１
２
９
・
３

％
）
に
達
し
て
い
る
。

勉
強
堂
代
表
取
締
役
社
長
）
▽

商
品
副
委
員
長
＝
矢
野
剛
史

（
㈱
ヤ
ノ
メ
ガ
ネ
代
表
取
締
役

社
長
）
▽
販
促
広
報
副
委
員
長

＝
川
畑
里
佳
（
㈱
メ
ガ
ネ
の
タ

ナ
カ
ヤ
代
表
取
締
役
社
長
）
▽

教
育
副
委
員
長
＝
能
勢
仁
（
㈱

ノ
セ
眼
鏡
店
代
表
取
締
役
社

長
）
▽
専
務
理
事
＝
半
田
秀
幸

（
Ａ
Ｊ
Ｏ
Ｃ
本
部
）

　
日
本
メ
ガ
ネ
協
会
（
風
早
昭

正
代
表
理
事
、
略
称
＝
日
メ

協
）
は
６
月
13
日
か
ら
、
日
メ

協
の
活
動
報
告
な
ど
を
紹
介
す

る
会
員
向
け
情
報
紙
「
日
本
メ

ガ
ネ
協
会
通
信
」
を
公
式
サ
イ

ト
（https://j-s-a.jp

）
に
掲

載
す
る
こ
と
し
た
。

　「
日
本
メ
ガ
ネ
協
会
通
信
」

は
２
０
２
４
年
２
月
か
ら
、
日

メ
協
の
会
員
管
理
委
員
会
（
小

林
成
年
委
員
長
）
の
事
業
と
し

て
制
作
が
始
ま
り
、
日
メ
協
の

活
動
報
告
だ
け
で
は
な
く
、
会

員
勧
誘
の
た
め
に
同
委
員
会
の

委
員
が
所
属
す
る
企
業
を
通
じ

て
配
布
さ
れ
て
い
た
ツ
ー
ル

で
、
６
月
４
日
現
在
ま
で
に

VOL.1

～VOL.11

ま
で
発

行
し
て
い
る
。

　
配
布
版
は
Ａ
４
判
の
片
面
カ

ラ
ー
刷
り
で
、
こ
れ
ま
で
に
①

眼
鏡
作
製
技
能
士
・
公
式
サ
イ

ト
「
か
け
ご
こ
ち
」
に
掲
載
さ

れ
て
い
ま
す
か
？
②
入
会
の

メ
リ
ッ
ト
「
リ
カ
レ
ン
ト
教

育
」
と
は
？
③
緊
急
用
支
援
メ

ガ
ネ
６
０
０
本
を
石
川
県
眼
科

医
会
に
送
付
④
２
０
２
４
年
４

月
24
日
（
水
）
Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
あ
さ

イ
チ
」
／
40
歳
過
ぎ
た
ら
要
注

意
！
知
っ
て
お
き
た
い
“
目
の

衰
え
“
⑤
初
の
眼
科
専
門
医
に

よ
る
リ
カ
レ
ン
ト

教
育
を
公
開
⑥
国

際
メ
ガ
ネ
展
ｉ
Ｏ

Ｆ
Ｔ
２
０
２
４
・

リ
カ
レ
ン
ト
教
育

セ
ミ
ナ
ー
／
テ
ー

マ
は
「
環
境
対
策

時
代
の
眼
鏡
加
工

テ
ク
ニ
ッ
ク
例
の

紹
介
」
⑦Insta

gram

で
Ｐ
Ｒ
活

動
⑧
い
よ
い
よ
プ

ラ
イ
ム
会
員
制
度

が
始
ま
り
ま
す
‼
⑨
総
会
開

催
・
プ
ラ
イ
ム
会
員
誕
生
⑩
新

し
い
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
プ
ロ
グ

ラ
ム
配
信
開
始
⑪
推
奨
眼
鏡
店

千
葉
・
佐
賀
で
テ
ス
ト
ラ
ン
開

始
、
を
テ
ー
マ
に
し
た
ニ
ュ
ー

ス
を
発
信
し
て
き
た
。

　
今
後
も
新
し
い
配
布
版
が
出

来
次
第
、
Ｈ
Ｐ
に
追
加
す
る
予

定
。

　
日
メ
協
で
は
、
５
月
８
日
か

ら
始
ま
っ
た「
日
本
眼
科
医
会
・

推
奨
眼
鏡
店
制
度
」
の
テ
ス
ト

ラ
ン
が
ス
タ
ー
ト
し
た
の
を
機

に
、
よ
り
多
く
の
会
員
に
情
報

提
供
の
周
知
徹
底
を
図
る
た

め
、「
日
本
メ
ガ
ネ
協
会
通
信
」

の
発
行
と
と
も
に
、
公
式
サ
イ

ト
（https://j-s-a.jp

）
へ
の

掲
載
を
継
続
し
て
い
く
。

　【
眼
鏡
記
者
会
共
同
】
静
岡

県
眼
鏡
商
業
協
同
組
合
（
春
田

裕
之
理
事
長
）
の
第
65
期
通
常

総
会
は
５
月
24
日
、
静
岡
市
の

静
岡
商
工
会
議
所
で
開
か
れ
、

２
０
２
４
年
度
事
業
報
告
お
よ

び
収
支
決
算
、
２
０
２
５
年
度

事
業
計
画
・
予
算
案
な
ど
８
議

案
を
審
議
、原
案
で
承
認
し
た
。

任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選
で

は
佐
藤
正
次
氏
（
焼
津
市
メ
ガ

ネ
の
サ
ト
ウ
本
店
）
を
新
理
事

長
に
選
出
し
た
。総
会
終
了
後
、

日
本
メ
ガ
ネ
協
会
顧
問
の
岡
本

育
三
氏
に
よ
る
講
演
「
眼
鏡
作

製
技
能
士
の
誕
生
と
今
後
の
眼

科
専
門
医
と
の
連
携
」
が
行
わ

れ
た
。

　
総
会
は
午
後
２
時
、
司
会
の

春
田
哲
也
氏
が
「
組
合
員
37
人

中
、
本
人
出
席
14
人
、
委
任
状

11
通
で
総
会
は
成
立
」
と
宣

言
。
佐
藤
正
次
副
理
事
長
の
辞

で
開
会
。
続
い
て
、
春
田
理
事

長
が
日
ご
ろ
の
協
力
に
謝
意
を

表
す
と
と
も
に
「
当
組
合
は
90

周
年
を
迎
え
た
。
高
齢
化
や
後

継
者
不
在
で
組
合
員
は
減
少
傾

向
に
あ
る
が
、
こ
の
先
10
年
、

１
０
０
周
年
に
向
け
て
一
歩
一

歩
進
ん
で
い
け
れ
ば
と
思
う
。

賛
助
会
員
の
取
引
先
、
関
連
団

体
の
皆
さ
ん
と
協
力
し
合
い
共

栄
し
て
い
き
た
い
」
と
あ
い
さ

つ
し
た
。

　
次
に
原
伸
雄
氏
を
議
長
に
選

出
し
審
議
に
入
っ
た
。
２
０
２

４
年
度
事
業
報
告
お
よ
び
収
支

決
算
報
告
、
共
同
仕
入
部
会
事

業
報
告
な
ど
を
審
議
、
い
ず
れ

も
原
案
で
承
認
し
た
。
こ
の
う

ち
事
業
報
告
で
は
、
ア
イ
バ
ン

ク
募
金
（
４
万
３
０
０
０
円

余
）、メ
ガ
ネ
供
養
祭（
袋
井
市
・

油
山
寺
）
な
ど
に
つ
い
て
報
告

し
た
。

　
主
な
新
年
度
事
業
計
画
は
、

共
同
仕
入
れ
事
業
の
見
直
し
並

び
に
推
進
、
県
眼
科
医
会
と
の

連
携
と
講
習
会
の
実
施
、
業
界

諸
団
体
へ
の
協
力
、
地
域
社
会

へ
の
奉
仕
活
動
、
組
合
員
の
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
を
目
的
と
し
た
講

習
会
等
の
実
施
、
販
促
事
業
の

実
施
、
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

充
実
、会
員
拡
大
の
推
進
な
ど
。

　
役
員
改
選
は
指
名
推
薦
制
に

よ
り
新
理
事
15
人
監
事
２
人
を

選
出
。
続
い
て
別
室
で
初
理
事

会
が
開
か
れ
、
佐
藤
正
次
信
理

事
長
を
選
出
し
た
。
同
理
事
長

は
「
引
き
続
き
共
同
仕
入
れ
、

メ
ガ
ネ
協
会
（
眼
鏡
作
製
技
能

士
制
度
）
へ
の
協
力
、
眼
科
講

習
会
な
ど
の
事
業
の
３
本
柱
を

し
っ
か
り
推
進
し
て
い
く
。
組

合
員
の
皆
様
が
気
楽
に
参
加
で

き
る
よ
う
に
し
た
い
」
と
就
任

あ
い
さ
つ
し
た
。
そ
の
後
、
来

賓
の
片
桐
頌
人
氏
（
県
中
小
企

業
団
体
中
央
会
）
ら
の
祝
辞
が

あ
り
午
後
５
時
、
疋
野
智
男
氏

の
辞
で
閉
会
。
総
会
終
了
後
、

会
場
を
移
し
て
懇
親
会
が
開
か

れ
、
藤
原
幹
也
監
事
の
音
頭
で

乾
杯
、
談
笑
が
繰
り
広
げ
ら
れ

賑
々
し
く
懇
親
を
深
め
た
。

　
　
◇
　
　
◇
　
　
◇

　
新
役
員
は
左
記
の
と
お
り

（
敬
称
略
）。

　
▽
理
事
長
＝
佐
藤
正
次
▽
副

理
事
長
＝
春
田
裕
之
、
前
島
秀

行
、
春
田
哲
弥
▽
会
計
理
事
＝

大
脇
弘
一
▽
理
事
＝
疋
野
智

男
、
大
橋
正
紀
、
市
川
誼
、
原

伸
雄
、
春
田
英
行
、
松
永
明
、

阿
部
久
司
、
春
名
直
樹
▽
監
事

＝
藤
原
幹
也
、
佐
藤
秀
夫

新
役
員
を
発
表

東
京
眼
鏡
卸
協
組
６
月
例
会
議
事
録

Ａ
Ｊ
Ｏ
Ｃ
新
理
事
長
に
黒
澤
昌
寿
氏

「
会
員
拡
大
の
推
進
」
な
ど
の
新
年
度
事
業
計
画
を
発
表

岡本育三氏講演 眼科医との連携テーマに

新
理
事
長
に
佐
藤
正
次
氏

静岡県眼鏡商業協同組合総会

「
日
本
メ
ガ
ネ
協
会
通
信
」
を
Ｈ
Ｐ
に
掲
載
予
定

「眼鏡作製職種」
学科試験合格は９６６人

25
年
度

岡本育三氏

㊨
新
理
事

長
の
佐
藤

正
次
氏
㊦

総
会
風
景
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小学生を子に持つ共働き夫婦４００組 若年層から高齢者まで年代別に

シ
チ
ズ
ン

共
に
過
ご
す
時
間

13
年
で
ど
う
変
化

親
子
の
時
間

シ
チ
ズ
ン

シ
チ
ズ
ン

結
果
を
公
表

時の記念日時の記念日時の記念日時の記念日 アンケート セ
イ
コ
ー

時
間
白
書

セ
イ
コ
ー

セ
イ
コ
ー

時
間
白
書

長
寿
化
時
代
の

時
間
の
捉
え
方 ２０２５２０２５

　６月１０日の「時の記念日」にちなみセイコーグ
ループ㈱（東京都中央区、服部真二代表取締役会長
兼グループＣＥＯ兼グループＣＣＯ）は、生活者に
時間についての意識や実態を探る調査『セイコー時
間白書２０２５』を公表し、シチズン時計㈱（東京

都西東京市、大治良高社長）では、小学生の子ども
を持つ共働き夫婦４００組を対象とした『親子のふ
れあい時間』に関する調査を公表した。今回は、そ
れらの調査の概要を紹介する。

長
寿
化
時
代
の

時
間
の
捉
え
方

親
子
の
時
間

共
に
過
ご
す
時
間

13
年
で
ど
う
変
化

　
シ
チ
ズ
ン
時
計
㈱
は
『
親
子

の
ふ
れ
あ
い
時
間
』
に
関
す
る

調
査
を
実
施
し
た
。
同
調
査
で

は
、
13
年
前
（
２
０
１
２
年
）

に
同
社
が
実
施
し
た
同
様
の
調

査
と
の
経
年
変
化
に
加
え
、
一

部
新
た
な
質
問
を
追
加
し
、
親

子
が
と
も
に
過
ご
す
時
間
に
つ

い
て
の
変
化
を
探
っ
た
。

　
そ
れ
に
よ
る
と
、 

親
子
で
一

緒
に
過
ご
す
時
間
は
、
平
日
２

時
間
19
分
（
２
０
１
２
年
比
▲

41
分
）、休
日
４
時
間
19
分
（
同

▲
70
分
）と
減
少
傾
向
に
あ
る
。

　
ま
た
、 

６
割
以
上
の
家
庭
で

“
時
事
ネ
タ
”
が
会
話
に
登
場
、

「
物
価
高
」「
気
候
変
動
」「
防
災
」

な
ど
生
活
に
身
近
な
テ
ー
マ
に

関
心
あ
る
。

　 

「
分
か
ら
な
い
こ
と
」
は
ま

ず
親
に
相
談
、
高
学
年
は
“
Ａ

Ｉ
に
質
問
”（
15
・
０
％
）
の

兆
し
も
。

　
Ｑ
１
．
ご
家
族
が
一
緒
に
過

ご
す
時
間
は
１
日
平
均
ど
の
く

ら
い
で
す
か
。
平
日
と
休
日
に

つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
お
答
え
く

だ
さ
い
。

　
親
子
が
一
緒
に
過
ご
す
１
日

あ
た
り
の
平
均
時
間
は
、
平
日

が
２
時
間
19
分
、
休
日
が
４
時

間
19
分
と
、
い
ず
れ
も
２
０
１

２
年
と
比
べ
て
短
く
な
っ
て
い

る
。
特
に
休
日
は
70
分
の
減
少

と
、大
き
な
変
化
が
見
ら
れ
る
。

　
学
年
別
に
見
る
と
、
高
学
年

の
子
ど
も
と
の
休
日
の
平
均
時

間
は
４
時
間
５
分
と
、
低
学
年

（
４
時
間
34
分
）
よ
り
も
約
30

分
短
く
、
子
ど
も
の
成
長
に
伴

う
生
活
ス
タ
イ
ル
の
変
化
が
影

響
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
背
景
に
は
、
習
い
事
や
塾
と

い
っ
た
個
別
活
動
の
増
加
に
加

え
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ

レ
ッ
ト
の
普
及
に
よ
り
、
家
庭

内
で
も
親
子
が
そ
れ
ぞ
れ
の
時

間
を
過
ご
す
ケ
ー
ス
が
増
え
て

い
る
こ
と
が
一
因
と
推
測
さ
れ

る
。
特
に
休
日
は
家
族
全
体
の

予
定
を
合
わ
せ
に
く
く
な
っ
て

お
り
、
親
子
の
か
か
わ
り
方
に

も
変
化
が
生
じ
て
い
る
の
か
も

し
れ
な
い
。

　
Ｑ
２
．
お
子
さ
ん
と
会
話
す

る
時
間
は
１
日
平
均
ど
の
く
ら

い
あ
り
ま
す
か
。
平
日
と
休
日

に
つ
い
て
、
父
親
・
母
親
そ
れ

ぞ
れ
の
お
子
さ
ん
と
の
会
話
時

間
を
お
答
え
く
だ
さ
い
。

　
親
子
の
会
話
時
間
は
、
平

日
・
休
日
と
も
に
減
少
傾
向
が

見
ら
れ
る
。
平
日
は
、
父
親
が

平
均
52
分
（
▲
２

分
）
と
ほ
ぼ
横
ば

い
で
あ
る
の
に
対

し
、
母
親
は
１
時

間
34
分（
▲
21
分
）

と
約
２
割
減
少
し

た
。

　
休
日
は
さ
ら
に

減
少
幅
が
大
き

く
、
父
親
が
１
時

間
40
分
（
▲
23

分
）、
母
親
が
２

時
間
３
分
（
▲
24

分
）
と
、
い
ず
れ

も
20
分
以
上
短
く

な
っ
て
い
る
。
特

に
高
学
年
の
子
ど

も
と
は
、
父
親
が

１
時
間
30
分
（
▲

36
分
）、
母
親
が

１
時
間
55
分
（
▲

38
分
）
と
、
大
き

く
減
少
し
て
い
る
こ
と
が
分
か

る
。

　
こ
の
背
景
に
は
、
Ｑ
１
で
示

し
た
「
一
緒
に
過
ご
す
時
間
の

減
少
」
に
加
え
、
子
ど
も
の
自

立
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
・
タ
ブ

レ
ッ
ト
の
利
用
増
加
が
影
響
し

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
同
じ

空
間
に
い
な
が
ら
も
、
親
子
そ

れ
ぞ
れ
が
個
別
の
活
動
を
行
う

時
間
が
増
え
、
自
然
な
会
話
の

機
会
が
減
っ
て
い
る
様
子
が
う

か
が
え
る
。

　
Ｑ
３
．
お
子
さ
ん
と
の
会
話

は
ど
ん
な
内
容
が
多
い
で
す
か

（
複
数
回
答
：
３
つ
ま
で
）。

　
親
子
の
会
話
で
最
も
多
か
っ

た
の
は
「
友
達
の
話
」（
67
・

８
％
）
で
、
次
い
で
「
学
校

行
事
の
話
」（
47
・
５
％
）、

「
遊
び
の
話
（
ゲ
ー
ム
な
ど
）」

（
30
・
０
％
）
が
続
い
た
。

２
０
１
２
年
と
比
べ
て
順
位
や

割
合
に
大
き
な
変
動
は
な
く
、

引
き
続
き
“
身
近
な
話
題
”
が

会
話
の
中
心
に
な
っ
て
い
る
こ

と
が
分
か
る
。

　
そ
の
中
で
も
変
化
が
見
ら
れ

た
の
は
、「
学
校
行
事
の
話
」

が
８
・
０
ポ
イ
ン
ト
減
少
し
た

一
方
で
、「
世
間
話
（
日
常
の

出
来
事
な
ど
）」
が
８
・
５
ポ
イ

ン
ト
増
加
し
た
点
。
イ
ベ
ン
ト

性
の
あ
る
ト
ピ
ッ
ク
か
ら
、
そ

の
日
に
あ
っ
た
出
来
事
な
ど
、

よ
り
日
常
的
で
気
軽
な
テ
ー
マ

へ
と
広
が
っ
て
き
て
い
る
よ
う

だ
。

　
ま
た
、「
塾
・
勉
強
の
こ
と
」

は
３
・
８
ポ
イ
ン
ト
減
少
し
た

の
に
対
し
、「
先
生
の
話
」が
３
・

５
ポ
イ
ン
ト
増
加
し
て
お
り
、

学
習
内
容
そ
の
も
の
よ
り
も
、

学
校
で
の
人
間
関
係
や
日
々
の

や
り
と
り
と
い
っ
た
、
子
ど
も

の
リ
ア
ル
な
体
験
に
関
心
が
向

い
て
い
る
傾
向
が
見
て
取
れ

る
。

　
Ｑ
４
．
お
子
さ
ん
と
最
近
の

ニ
ュ
ー
ス
や
社
会
の
話
題
に
つ

い
て
会
話
す
る
こ
と
は
あ
り
ま

す
か
。（
複
数
回
答
）

　
最
近
の
ニ
ュ
ー
ス
や
社
会
の

話
題
に
つ
い
て
、
親
子
で
会
話

す
る
こ
と
が
あ
る
か
を
尋
ね
た

こ
ろ
、
６
割
以
上
（
64
・
７
％
）

の
家
庭
で
、
日
常
的
に
社
会
的

な
テ
ー
マ
が
会
話
に
取
り
入
れ

ら
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ

た
。
な
か
で
も
話
題
に
上
が
り

や
す
い
の
は
、「
物
価
高
に
つ

い
て
」（
26
・
０
％
）、「
気
候

変
動
に
つ
い
て
」（
26
・
０
％
）、

「
防
災
に
つ
い
て
」（
25
・
５
％
）

と
い
っ
た
、
生
活
に
直
結
す
る

テ
ー
マ
。
ま
た
、「
Ｓ
Ｎ
Ｓ
利

用
の
影
響
に
つ
い
て
」（
20
・

５
％
）
も
比
較
的
高
く
、
家
庭

内
で
現
代
な
ら
で
は
の
社
会
課

題
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
が
あ

る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　
こ
う
し
た
ニ
ュ
ー
ス
を
き
っ

か
け
と
し
た
親
子
の
会
話
が
、

家
庭
内
で“
社
会
を
学
ぶ
時
間
”

と
し
て
機
能
し
て
い
る
の
か
も

し
れ
な
い
。

　
セ
イ
コ
ー
グ
ル
ー
プ
㈱
に
よ

る
『
セ
イ
コ
ー
時
間
白
書
２
０

２
５
』
で
は
、
固
定
観
念
で
語

ら
れ
が
ち
だ
っ
た
老
後
観
や
人

生
の
節
目
へ
の
価
値
観
は
、
年

代
と
と
も
に
変
化
し
、
10
代
と

60
代
が
前
向
き
だ
っ
た
。

　
ま
た
、
将
来
の
予
測
が
困
難

な
不
確
実
性
が
高
ま
る
中
、「
自

分
軸
で
生
き
ら
れ
て
い
る
」
は

約
６
割
。
若
年
層
は
他
人
の
人

生
も
気
に
な
る
。

　
10
代
は
こ
れ
か
ら
の
人
生
の

時
間
を
楽
し
み
に
捉
え
、
世
の

中
に
追
い
つ
き
成
長
し
続
け
た

い
、
前
向
き
な
世
代
だ
っ
た
。

　
さ
ら
に
、
タ
イ
パ
意
識
が
進

み
Ａ
Ｉ
が
拡
張
す
る
時
代
に
う

ま
く
共
存
す
る
こ
と
で
時
間
の

「
幸
福
度
」「
満
足
感
」
も
高
ま

る
―
―
と
し
て
い
る
。

　
ま
ず
、
老
後
に
向
け
た
意
識

や
行
動
に
つ
い
て
聞
く
と
、
10

代（
75
・
０
％
）・
20
代
（
63
・

０
％
）
で
は
「
特
に
考
え
た
こ

と
は
な
い
」
が
最
も
多
く
、
40

代
に
な
る
と
「
具
体
的
な
行
動

は
し
て
い
な
い
が
考
え
始
め
て

い
る
」（
41
・
０
％
）
が
４
割
、

50
代
で
は
「
準
備
を
始
め
て
い

る
」（
19
・
５
％
）
が
約
２
割

と
増
え
て
い
る
。「
既
に
準
備

を
完
了
し
て
い
る
」
は
60
代
で

10
・
０
％
と
高
い
が
、
そ
れ
で

も
10
人
に
１
人
【
図
Ａ
】。

　
人
生
１
０
０
年
時
代
、
40
代

に
な
る
と
老
後
を
意
識
し
、
50

代
で
準
備
を
始
め
る
も
の
の
、

60
代
で
準
備
完
了

と
ま
で
は
い
か
な

い
よ
う
だ
。

　
自
分
軸
で
人
生

を
生
き
ら
れ
て
い

る
か
と
聞
く
と
、

全
体
の
59
・
０
％

が
「
自
分
軸
で
生

き
ら
れ
て
い
る
」

と
答
え
て
い
る
。

年
代
別
に
見
る

と
、
10
代
が
70
・

５
％
と
最
も
高

く
、
20
代
、
30
代

と
低
下
し
、
50
代

で
は
49
・
０
％
と

自
分
軸
で
生
き
ら

れ
て
い
る
と
自
覚

す
る
人
は
半
数
以

と
58
・
５
％
と
復
調
し
、
自
分

軸
で
生
き
て
い
る
と
実
感
で
き

る
人
が
増
え
て
く
る
【
図
Ｂ
】。

　
一
方
、
他
人
の
人
生
が
気
に

な
る
か
と
聞
く
と
、
全
体
の

43
・
８
％
が
気
に
な
る
と
答
え

て
い
る
。
年
代
別
に
見
る
と
、

10
代
が
64
・
５
％
と
最
も
高
く
、

年
代
が
上
が
る
に
連
れ
気
に
な

る
割
合
は
少
な
く
な
っ
て
い
る

【
図
Ｃ
】。

　
若
い
頃
は
自
分
軸
で
生
き
て

い
る
と
自
覚
し
な
が
ら
も
、
同

時
に
他
人
の
こ
と
も
気
に
な
っ

て
し
ま
う
よ
う
だ
。
年
代
が
上

が
る
と
自
分
軸
の
意
識
は
や
や

希
薄
に
な
る
も
の
の
、
他
人
の

こ
と
も
気
に
な
ら
な
く
な
り
、

60
代
で
は
自
分
軸
が
復
活
し
、

他
人
の
こ
と
を
気
に
せ
ず
自
分

ら
し
く
生
き
て
い
る
と
感
じ
ら

れ
て
い
る
よ
う
だ
。

　
※
「
自
分
軸
」
と
は
、
自
分

の
人
生
の
生
き
方
・
方
向
性
を

定
め
る
概
念
。
自
分
の
価
値
観

や
信
念
に
基
づ
く
「
自
分
軸
」

を
持
つ
こ
と
で
、
他
人
に
左
右

さ
れ
ず
自
分
の
考
え
で
人
生
を

選
択
で
き
、
よ
り
充
実
し
た
人

生
を
過
ご
せ
る
と
い
わ
れ
て
い

る
。

　
限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
い
か

に
効
率
的
に
物
事
を
進
め
、
満

足
度
を
得
る
か
と
い
う
「
時
間

対
効
果
」
が
タ
イ
ム
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス（
タ
イ
パ
）。こ
の
タ
イ

パ
を
小
さ
い
頃
か
ら
実
践
し
て

い
る
の
が
今
の
10
代
。「
時
間

が
制
限
さ
れ
た
方
が
頑
張
れ

る
」（
61
・
５
％
）、「
１
分
で

も
無
駄
に
し
た
く
な
い
」（
49
・

０
％
）
と
感
じ
、「
１
日
の
予

定
を
、
分
単
位
で
決
め
る
こ
と

も
多
い
」（
30
・
０
％
）
の
が

10
代
。
ま
た
、
10
代
の
３
人
に

１
人
は
「
せ
わ
し
な
く
様
々
な

こ
と
に
追
わ
れ
る
こ
と
は
楽
し

い
」（
36
・
５
％
）
と
感
じ
、

そ
の
裏
返
し
の
よ
う
に
、
２
人

に
１
人
は
「
や
る
こ
と
が
無
い

時
間
が
出
来
る
と
、
つ
い
不
安

に
な
っ
て
し
ま
う
」（
48
・
５
％
）

と
感
じ
て
い
る
【
図
Ｄ
】。

　
タ
イ
パ
の
申
し
子
の
10
代
、

こ
れ
か
ら
の
長
い
人
生
を
通
し

て
、
自
分
に
最
適
な
よ
り
良
い

タ
イ
パ
の
あ
り
方
を
模
索
し
て

い
る
。

時
間
制
限
や
分
刻
み
の
活
動
に
前
向
き
な
10
代

下
に
低
下
す
る
。
し

か
し
、
60
代
に
な
る

「
自
分
軸
で
生
き
ら
れ
て
い
る
」
は
約
６
割

老
後『
考
え
始
め
る
40
代
』『
準
備
始
め
る
50
代
』

老
後『
考
え
始
め
る
40
代
』『
準
備
始
め
る
50
代
』

６
割
以
上
の
家
庭
で
時
事
ネ
タ
が
会
話
に

親
子
で
一
緒
に
過
ご
す
時
間
は
減
少

【図Ａ】現時点での老後に向けた意識や行動

【Ｑ１】家族で一緒に過ごす時間（一日平均で）

【Ｑ２】お子さんと話す時間は（一日平均で）

【図B】自分軸で生きられている

【図Ｃ】他人の人生が気になってしまう

【図Ｄ】１０代の時間価値

親
子
で
一
緒
に
過
ご
す
時
間
は
減
少

平
日
２
時
間
19
分

休
日
４
時
間
19
分

【Ｑ４】ニュースや社会の話題に関する親子の会話内容（ｎ＝４００）
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